
大津市コンベンション

開催支援ガイド

大津市観光振興課MICE推進室



Lake Biwa

大津MICEの魅力

利便性の高い都市型レイクフロントリゾートMICE

➢ 京都・大阪など大都市圏からのアクセス抜群

・京都からJRで2駅9分、大阪から40分と都市圏からのアクセスが
良く利便性が高い立地です。

・関西国際空港から90分、大阪国際空港（伊丹空港）から80分で
アクセスでき、海外MICE参加者もスムーズに移動できます。

➢ レイクフロントの立地・リゾート型MICE

・MICE開催の中心となる「湖岸・なぎさエリア」にはMICE機能を
備えたリゾートホテルが立地しており、都心部でありながらレイ
クフロントのゆとりとやすらぎの環境で会議に参加できます。

・湖岸に広がる公園で、コンベンション開催中も湖岸の散歩や早朝
ランニングなど非日常感を味わうことができます。
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Lake Biwa

大津MICEの魅力

びわ湖がはぐくむサステナブルMICE

➢ 「環境先進都市」としてのブランド

・2000年G8環境大臣閣僚会合、世界湖沼会議、世界水フォーラム
など環境をテーマとした国際会議の豊富な開催実績があります。

・琵琶湖版SDGs「Mother Lakes Goals(MLGs)」の推進やびわ湖
環境保全活動など、産官学民一体となって環境への取り組みを進
めています。

➢ びわ湖と山に囲まれた豊かな自然環境

・カヌー、湖水浴などのびわ湖水上アクティビティや、トレッキン
グ、サイクリングなどのネイチャーアクティビティが豊富です。

・びわ湖の自然がはぐくんだビワマスやモロコなど琵琶湖固有種の
湖魚、豊かな水源から生まれた地酒など、湖国ならではの食材を
楽しんでいただけます。
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Lake Biwa

大津MICEの魅力

まち・自然・歴史を生かしたおもてなしMICE

➢ おごと温泉での「温泉MICE」

・1200年前に比叡山伝教大師の最澄によって開かれたおごと温泉
は、肌をなめらかにする「美肌の湯」で親しまれています。

・会議施設と温泉が一体となった旅館が多く立地しており、都市部
にはないユニークな「温泉MICE」を開催できます。

➢ まち・自然・歴史が共生した多様な地域資源

・世界遺産や日本遺産に登録された由緒ある寺社仏閣、歴史に残る
物語の舞台となった名所旧跡が多く存在するほか、今も街並みを
残す旧東海道宿場町「大津百町」など、まち・自然・歴史が共生
して多様な地域資源を生み出しています。

・寺社仏閣や旧跡は、エクスカーションやユニークベニューなど
MICEでの活用が可能です。
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Lake Biwa

開催支援メニュー

✓ 大津市コンベンション開催等事業補助金

（滋賀県コンベンション開催助成金と併用可）

✓ ユニークベニュー・アトラクション・エクスカーションのご提案

✓ ノベルティグッズのご提供

県市あわせて最大1,200万円の補助

おおつ光ルくんグッズ
（コンベンションバッグ又は クリアファイル）
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Lake Biwa

✓ 観光パンフレット等資料のご提供

多言語にも対応しています（英語・繁体字）

✓ 観光協会や市内事業者と連携したおもてなし

出張物産展、臨時観光案内所の手配など

✓ 公共施設の使用規制緩和の支援

早期予約・飲食利用など
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Lake Biwa

大津市コンベンション開催等事業補助金
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補助対象 要件 対象経費 補助金額（参加者数に応じて）

国内
コンベンション

・ 地方大会以上
・ 開催日数:2日以上 ※視察・観光は含めない

・ 参加者:200人以上 ※オンライン参加者除く

・ 市内でエクスカーション実施
・ 市内観光・宿泊情報を参加者に提供

運営経費

-会場使用料
-会場工事費
-運営委託費
-備品賃借料
-備品購入費
-印刷製本費

など

※飲食に係る経費は
対象外

200-999人： 50万円
1,000-1,999人: 100万円
2,000-2,999人: 150万円
3,000人以上: 200万円

国際
コンベンション

・ 3カ国以上参加
・ 国外からの参加者割合:5分の1以上

※オンライン参加者除く

・ 開催日数:1日以上 ※視察・観光は含めない

・ 参加者数:50人以上 ※オンライン参加者除く

・ 市内でエクスカーション実施
・ 市内観光・宿泊情報を参加者に提供

50-299人： 50万円
300-499人:  100万円
500-999人:   150万円
1,000人以上: 200万円

【留意点】

➢ コンベンション開催年度の前年9月末までに計画書を提出してください。

➢ 補助金は予算の範囲内での交付となるため、全体補助額が予算を超える場合は計画書の提出順に交付します。

➢ 参加者向けのアンケート調査を実施してください。

➢ 滋賀県コンベンション開催助成金との併用が可能です。

（コンベンション開催事業）



Lake Biwa

【参考】

滋賀県コンベンション開催助成金
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補助対象 要件 対象経費 補助金額（参加者数に応じて）

国内
コンベンション

・ 全国規模
・ 開催日数:2日以上
・ 参加者:各日300人以上
・ 県内宿泊者数：

延べ参加者数の1/3 または1,000人以上
・ 県内でエクスカーション実施

会場借上費
会場設営費

（看板、会場
内表示、発表
機材、同時通
訳設備等）

300-999人： 50万円
1,000-1,999人: 100万円
2,000-2,999人: 150万円
3,000-4,999人: 200万円
5,000-6,999人: 400万円
7,000-9,999人: 800万円
10,000人以上: 1,000万円

国際
コンベンション

・ 3カ国以上から参加（日本含む）
・ 国外からの参加者割合:3分の1以上
・ 開催日数:2日以上
・ 参加者数:各日50人以上

※会議出席を目的に来日した会議代表、オブザーバー、同伴家族
を含む。但しプレス関係者、在日外国人は含まず

・ 県内宿泊者数：
延べ参加者数の1/3 または1,000人以上

・ 県内でエクスカーション実施

50-299人： 50万円
300-499人: 100万円
500-999人: 150万円

1,000-2,999人: 200万円
3,000-3,999人: 400万円
4,000-4,999人: 800万円
5,000人以上: 1,000万円

※詳細はびわこビジターズビューロー 国内誘客部(077-511-1532）までお問合せください。



Lake Biwa

大津市外で開催されるコンベンションが、大津市を目的地とした

エクスカーションを実施する場合、バスの借上げに係る経費を一部補助します。

【補助額】

借上げバスに要した経費の2分の1

（限度額：1台につき5万円、総額25万円）

【条件】

・市外で開催されるコンベンションに付随して実施するエクスカーションであること

・借上げバスを利用すること

（大津市内に営業所を置くバス事業者が手配するものに限る）

・エクスカーションの参加者が20人以上であること

・市内有料観光施設を1か所以上利用すること

・主催者からコンベンション参加者に対して、市内の宿泊施設及び観光情報が提供され

ていること

大津市コンベンション開催等事業補助金
（エクスカーション実施事業）
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Lake Biwa

プロモーション動画

大津市MICE動画（3分）

市内の会議・宿泊施設、ユニークベニューの様子を紹介しています。

（日本語版・英語版あり）
YouTube「大津市MICE動画」

9



Lake Biwa

プロモーション動画

市内の観光コンテンツ（自然、歴史、グルメ、体験、行事、観光

スポット）を余すことなくご紹介しています。
YouTube「Hello Otsu」

Hello Otsu（30秒ver・3分verあり）
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Lake Biwa

プロモーション動画

Timeless Journey in Otsu（3分）

隣接する京都から歩いて大津を旅する「WALK KYOTO→OTSU」

をコンセプトに、市内観光施設コンテンツを紹介しています。
YouTube「Timeless Journey in Otsu」
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Lake Biwa

日本政府観光局（JNTO）が、海外の国際会議キーパーソン向けに国内MICE都市の

バーチャル視察動画・会議施設の360度映像を制作しました。

全10都市の中に大津市も選ばれ、特設サイトで紹介されています。

特設サイト

Japan Virtual Visit

視察動画
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Lake Biwa

お問い合わせ

大津市観光振興課MICE推進室

(077)528-2864

otsu1618@city.otsu.lg.jp

https://www.city.otsu.lg.jp/
soshiki/025/1616/
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